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１．背景

一般社団法人 ニューガラスフォーラムは平
成２０年から平成２４年までの５年間，NEDO
「革新的ガラス熔融プロセス技術開発」プロジ
ェクトに参画した。ここで得られた研究成果の
一つであるガラス熔融シミュレーション技術
は，現在のガラス炉に活用するために溶融シミ
ュレーション研修会という形で複数の参加団体
から改善・活用されている。

２．平成２６年度活動経緯

平成２６年度の溶融シミュレーションの幹事
会および研修会は２０１４年７月，１１月，２０１５年
３月の計３回行われた。内容は第１回の研修会
から担当者が変更になっている企業が多いた
め，熱流動解析の復習およびGICFLOW-
MATEの一部改良した部分の使用方法の説明
および演習，ラウンドロビンテストを用いた感
度解析，ニューガラスフォーラム川地氏による
GICFLOW-MATEを用いた全電気溶融炉の諸
相についての講演などであった。感度解析につ

いては参画している３社＋大学の研究室がそれ
ぞれ異なる変更条件でシミュレーションを行っ
た。その中で弊社は「SIMPLE法の反復回数
の影響」を調べることになった。
図１は今回計算に使用したモデル図である。

文献に記載されている x＝２mと x＝５mの位
置での流速と温度の実験値とシミュレーション
結果を比較する中で，反復回数を１回，１０
回，１００回と変更してシミュレーションを行っ
た。しかし，今回は反復回数の違いによる違い
はほとんど見られなかった（図２）。ただし，
今回のシミュレーションに使用したモデルの形
状は図１のように単純な直方体であり，形状が
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図１ モデルの全体図
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複雑になることで反復回数の影響が出てくると
考えられる。
その他の変更条件の影響について各社の発表

した内容をまとめると，「緩和係数の影響」に
ついては形状などの各種条件が単純であったた
め，流速と圧力の両方の緩和係数を変化させて
も影響はなかった，「タイムステップの影響」
については計算結果とクーラン数の状況をみな
がらタイムステップを決める必要がある，「疑
似定常計算におけるパラメータの影響」につい
てはシミュレーションに使用するモデルが単純
である場合は計算時間の大幅な短縮をすること
ができるが，モデルが複雑になる場合は計算経
過を注意しながら適切な設定をする必要がある
という報告がされた。

３．平成２７年度の活動計画概要

平成２７年度は３回研修会を行う予定であ
る。ただし，今までのようにGICFLOW-MATE

の使用方法の説明・演習を行うのではなく，各
社がGICFLOWをよりよく活用するためには
どのような問題があり，それをどのように解決
すれば良いかということを議論する場にしてい
くこととなった。そのために議論する疑問点や
問題点などを事前に決めて，各社が資料を用い
た発表や発言をしていく。また，必要に応じて
ラウンドロビンテストも行い，その結果を基に
議論を行っていく。
GICFLOW-MATEは GICFLOW-GUI か ら

数えて７年経過しており，ある程度成熟したも
のと考えられる。そのため，今後は各社の使用
者が更なるスキルアップを行い，引き続き実炉
操業への有効活用を行っていくことが重要だと
思われる。また，現在参加企業，機関が少な
い。だが，溶融シミュレーション技術を用いて
日本のガラス製造技術の更なる発展をしていく
ためには，新たな参加企業，機関の加入が不可
欠である。

図２ 実験値とシミュレーション結果の比較図
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